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事業一覧（県）

事 業 名 趣 旨 主な内容・実施期日・会場

地域と学校の連携・ 持続可能な社会を維持・発展 ○県全体の推進体制

協働体制充実事業 させていく「社会の創り手」と 「地域と学校の連携・協働体制」推進協議会
なる人材を育成する体制の構築 ①６月５日（金）県生涯学習センター

を、地域と学校が目標を共有し ②１月29日（金）県生涯学習センター
合うことで実現する。 新任地域学校協働活動推進員・新任地域連携

市町村の取組の推進や、県立 担当教職員等研修会
学校での地域学校協働活動に関 ５月13日（水）県生涯学習センター

する支援方策を充実させ、地域 ○あきた県庁出前講座
学校協働活動とコミュニティ・ 「地域学校協働活動とコミュニティ・スクー

スクールの一体的推進による地 ルについて」

域と学校の連携・協働体制の全 ○市町村の取組推進
県的な定着を図る。 オーダーメイド型社会教育主事派遣

○県立学校への支援

あきたの家庭教育 保護者が安心して家庭教育を ○市町村の取組支援
パワーアップ事業 行うことができるように、指針 家庭教育支援指導者等研修

となる「家庭教育支援ハンドブ ①５月21日（木）県生涯学習センター
ック」を刷新するとともに、家 ②７月16日（木）県生涯学習センター

庭教育支援チームの意義・有用 ③９月10日（木）県生涯学習センター
性の周知と家庭教育支援チーム ④11月19日（木）県生涯学習センター

の活動拡充への支援を図る。 ○あきた県庁出前講座
保護者の大きな悩みとなって 「家庭教育の充実」

いる、家庭におけるメディアと 「家庭におけるメディアとの上手な付き合い
の付き合い方について、あきた 方」

県庁出前講座等で啓発を図る。 ○児童生徒のインターネット利用の状況把握

みんなでつくる！ 体験活動の魅力の発信や自然 ○体験活動の魅力発信
体験活動構築事業 体験活動を提供する体制の充実 自然体験活動や＊ＡＡＰの充実

を図ることで、子どもから大人 ○運営体制強化

まで多くの県民に自然の豊かさ スマイルサポーター（体験活動支援員）の配
を五感で感じたり、それを享受 置

する方法を身に付けたりする機 体験活動支援ボランティア養成講座
会を提供し、本県における豊か

な生き方・暮らし方の実現に寄 ＊ＡＡＰ：あきたアドベンチャープログラム
与する。

“ふれあい・つたえ 生涯にわたって読書に親しむ ○絵本専門士と親子のふれあい絵本タイム

あい”で育む子ども 子どもを育むため、子どもの発 ○あきた県庁出前講座
の読書推進事業 達の段階に応じた読書活動を支 「読み聞かせを楽しもう」

援するとともに、子どもと関わ ○学校における読書活動活性化支援
る大人に向けた読書の楽しさの ○みんなでビブリオスピーチワークショップ

理解啓発に資する。 ○ポップバトル（７月～９月頃に作品募集）
○ビブリオバトル 2026 in AKITA

11月28日（土）秋田拠点センターアルヴェ
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事 業 名 趣 旨 主な内容・実施期日・会場

地域の学びを支える 市町村が主体的に課題・ニー ○市町村伴走型支援
プラットフォーム構 ズを取り上げて学びの場を創出 ○地域連携コンソーシアム
築事業 するため、県が支援体制や仕組 ○ｅポートフォリオ

みをつくるとともに、社会教育 ○社会教育人材フォーラム
に関わる人材の育成を図る。

市町村との協議に係 ＜第１回＞ ○第１回
る訪問 管内各市町村における生涯学 ４月・５月 各市町村施設

習・社会教育施策の概要や推進
体制等を把握するとともに、国
や県の補助事業及び市町村主催
事業の円滑な運営に向けた情報
交換を行うことにより、生涯学
習・社会教育の充実に資する。
＜第２回＞ ○第２回
管内各市町村における地域課 10月・11月 各市町村施設

題に応じた生涯学習・社会教育
の充実を目指すため、推進体制
や施策推進上の課題について協
議を行うとともに、県・市町村
それぞれの情報を交換し、連携
の強化を図る。

社会教育主事有資格 社会教育主事等の計画的な養 ○北東北地区社会教育主事講習
者養成事業 成により、学校における地域連 弘前大学

携を推進するなど、生涯学習・ ○社会教育主事講習
社会教育の充実を図る。 国立教育政策研究所社会教育実践研究セン

ター 他

生涯学習・社会教育 生涯学習・社会教育関係職員 ○新任職員等基礎研修
関係職員研修 に求められる知識・技能や、優 ５月７日（木）オンライン

れた実践事例を学び、行政職員 ○市町村・公民館等職員専門研修
及び専門職員としての資質能力 ①７月22日（水）県生涯学習センター
を高める。また、関係職員同士 ②８月26日（水）県生涯学習センター
が交流する機会を設け県内にお ③９月30日（水）県生涯学習センター
けるネットワーク形成の一助と ○生涯学習・社会教育研究大会
する。 11月６日（金）県生涯学習センター

秋田県青少年劇場 青少年に対し、優れた舞台芸 ○優れた舞台芸術を鑑賞する機会の提供
術の鑑賞機会を提供し、豊かな （小公演、演劇公演）
情操を育むとともに、健全な成
長に資する。

学校における文化芸 小・中学校で、一流の文化芸 ○芸術家の派遣事業
術・体験推進事業 術団体による巡回公演や、芸術 （音楽、演劇、舞踊、能楽等）

家による講話・実技披露・実技
舞台芸術等総合支援 指導を実施することにより、将 ○学校巡回公演事業
事業 来の芸術家の育成と芸術鑑賞能 （オーケストラ、合唱、ミュージカル、演

力の向上、文化芸術の創造に資 劇、バレエ、歌舞伎、能楽等）
する。


